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「軍からの安全」石破氏が問題発言 2009/04/01 02:05 

  

日本の防衛、正気の沙汰とは思えない 

  

日本に軍人はいない、文民統制は矛盾 

  
  
 ちょっと遅くなりましたが、去る3月27日（金曜日）に日本国体学会主催による講演会「日本再建の鍵は天皇、自衛隊、歴史観」

が中野サンプラザで開催されたので私も受講してきました。講師は高森明勅氏で、チャンネル桜ではお馴染みですが、氏の講演

を直接聞くのははじめてだったので、一度聞いてみたいと思った訳です。 
  
 ところが、高森氏は100人近く入っている会場なのに、マイクを使わず肉声で、しかも左右に移動しながら話すので、ICレコー

ダーによる録音も写真撮影もこれほどやりにくい講師は初めての経験でした。しかも話し出したらほぼ100分も休みなし、台本な

しで続けるのですから、これはこれで凄いと思います。以下、ごく一部ですが紹介致します。 
  
_/_/      _/_/    _/_/_/   _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 
  
 本日のテーマは「日本再建の鍵は天皇、自衛隊、歴史観」、ということですが、では日本の国防の現状はどうなのか、ということ

をお話し致します。ひと言で言えば、尋常ではない、およそ「正気の沙汰とは思えない」というのが日本の偽らざるを得ない防衛

の実情なのであります。 
  
 それは、天下の銘刀をワザと刃こぼれさせて、ガムテープでぐるぐる巻きにして鞘に収め、その上からまだガムテープでぐるぐる

巻いている状態だ、と理解して頂きたいと思います。とてもじゃないが「まとも」とは言えない状態だから「再建」という言葉が出てく

るのです。 
  

国家であって国家でない、軍であって軍でない 

  
 そういう状態で「北朝鮮に我が同胞を返せ！」と交渉している。あるいは中国とは尖閣や資源の問題が交渉の材料になってい

る。日本は竹光以下の状態、相手は核兵器を沢山持っている、これでは外交交渉になりません。５年前は自衛隊の幹部の方

は、核を除く通常兵器では「中国には負けませんよ」といっていたのに、今は「勝てない」という。あと５年もすると中国の軍事力は

日米を凌ぐといわれています。 
  
 軍隊を持っている国と、軍隊を持っていない国がまともな交渉が出来るか、ということです。どんなに優れた外交官が出てきたと

しても、軍事オプションということ全く考えない国家方針を背景にして、まともな外交交渉が出来る筈がない。これは国であって国

でない、自衛隊は軍隊であって軍隊でないのです。これが今の日本の実情であります。 
  

   
  高森明勅氏の講演は予想以上に迫力がありました。 
  
 田母神航空幕僚長の一件以来、文民統制ということが大きくクローズアップされました。しかし今の日本に於いては、シビリア
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ン・コントロールはありえないのです。これが田母神論文の問題で前提的な論点でありながらほとんどメディアでは取り上げられ

なかったことです。文民統制の文民とは、当然ながら文民ではない人間の集団を予想しているのです。 
  
 すなわち軍人、軍隊を前提にした概念なのです。ところが日本の自衛官は軍人ではない、自衛隊は軍隊ではない、これが政府

の公式な立場であります。すなわち自衛官の皆さんも文民なのですよ。日本は文民しかいない国なのです。だったら誰が誰をコ

ントロールするのだ、という話なのです。 
  
 だから田母神論文は文民統制違反だ、といっている人はその瞬間に自衛隊は軍隊だといっているのと同じなのです。本人は気

がついていないだけで、実は。田母神さんも喜んだと思いますね。「ああ～俺もやっと定年になって軍人扱いされたか」と（笑い）。

ですから軍人、軍隊とは認めない日本の法体系にあって文民統制は成り立たないのです。これが原理的な問題です。 
  

軍人・軍隊を装って縛りを入れる二重基準 

  
 軍人、軍隊ではないと言っておきながら、現実的にはさも軍人、軍隊であるかのように装って様々な縛りをいれている。典型的

なダブルスタンダードなのであります。しかも国際標準でいうシビリアン・コントロールというのは、極端な言い方をすれば、戦争を

始める、戦争を止めるという判断をするのが文民である、これが核心です。つまり有事の際の戦争の判断をするのが文民と言う

ことです。 
  
 それでは平時の時はどうか。それは軍の規模をどの程度にするか、そのための予算措置をどうするのか、それを決めるのが文

民です。逆に、アメリカやヨーロッパでは、軍に対して見識を持っていない政治家に対して、そんなことでは国は守れないぞ、こう

すべきだという発言を専門家の立場からじゃんじゃん言っている、またそれが責任でもあるのです。だから軍人上がりの人がどん

どん政治家になっているのです。 
  
 軍人は政治に口出すなといっても、その政治の中には軍の領域があるわけですから、軍の指導者達は威信を持って政治家に

発言する、というのは当然なのです。そのこととシビリアン・コントロールはなんら矛盾しない。国防をより確固たるものにする、と

いう点で目的は同じだからです。 
  

   
  若葉がまぶしい季節になりました（東京ミッドタウンの庭園で） 
  
 田母神さんが野球に例えて、球団のフロントは金を出して良い選手をスカウトすること、あるいは環境の整った練習場を確保す

ること。フロントは「ここでピッチャーを代えろ」とか「ここはバントでいけ」などという指示は出さないと言っていますね（笑い）。とこ

ろが日本は、そういうレベルにまで口を出し、自衛官を教育する学校の教師の人選にまでコントロールしようとしている、大変な間

違いであります。これでは軍は戦えないというわけです。 
  

軍は「いつ敵になるか判らない」存在か？ 

  
 このシビリアン・コントロールの拡大解釈について、防衛大臣を務めた石破茂氏（現農水大臣）にいたっては、文民統制には二

つの概念があるといっている。一つは軍による日本の安全をどう確保するか、もう一つは軍がクーデターを起こしたり、軍国主義

を生み出したりしないようにコントロールする、と言っているのです。そんな意味は世界中にないですよ。 
  
 しかし、この石破氏の「軍による安全」と、二つめの「軍からの安全」という認識、これこそが戦後日本がいかに軍に対して異常

な感覚を持っているかを示しているのです。即ち、軍は国民に対して「いつ敵になるか判らない」といっているようなものです。 
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タグ： 日本国体学会  高森明勅  田母神航空幕僚長  文民統制  自衛隊  石破茂  憲法九条   

 世界は「軍が強くなれば安心、安全だ」といっている。日本は「軍が強くなると心配だ」といっている。戦争に巻き込まれるのでは

ないか、平和が失われるのではないかと。しかも石破氏は憲法九条を改正して自衛隊を軍隊として位置づけなければいけない、

という文脈の中で堂々とこういうことを言っているのです。 
  
 このことは、いかに病が深いかということを感じ取らなければならないのです。世界ではあり得ない発想なのです。 
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2009/04/01 02:41Commented by 花うさぎ さん 

・追記 

 
3月5日に行われた統合幕僚学校の卒業式に行ってきました。非常に嬉しかったのは学

校長が見事な挨拶された、卒業する生徒の皆さんもOBの皆さんも田母神さんの今回の

行動を非常に高く評価しているという事実です。 

 
特に航空自衛隊の皆さんは田母神さんのことを自分のことにように誇らしく語ってくれて、

私は本当に嬉しかったです。（高森明勅氏）。 

 
・形の上では解任ですが、大丈夫、航空自衛隊の士気はダウンしてないと言うことのよう

です(^^)。  

 

2009/04/01 10:15Commented by 風来坊 さん 

「軍事オタク」と尊称（？）されるオヒトが「軍からの安全」ですか？？ 
自衛隊を軍隊たらしめるのは何を措いても国民が自衛隊を支持し、敬意をはらうことで

す。敬意をはらうべき対象を「いつ敵になるかわからない」と蔑むのでは話がアベコベで

す。 

 

2009/04/01 13:43Commented by 花うさぎ さん 

To 風来坊さん こんにちは。 
 
>「軍事オタク」と尊称（？）されるオヒトが「軍からの安全」ですか？？ 
 
この石破氏に対しては渡部昇一氏も怒ってましたが、よくこんなのが防衛大臣でした

ね？。 

 
>敬意をはらうべき対象を「いつ敵になるかわからない」と蔑むのでは話がアベコベです。 
 
本当ですよね。高森氏も世界中でそんな認識の国はないと強調してました。 

 

2009/04/01 18:30Commented by 花うさぎ さん 

・イベントガイド 

 
平成21年度 新しい憲法を制定する推進大会 
 
と き 平成21年5月1日（金） 16時開会 
ところ 永田町 憲政記念館講堂 
参加費 無料 

 
第一部 記念講演「世界と共に生きる日本」曾野綾子 
第二部 大会 開会の辞、国歌斉唱、会長挨拶（中曽根康弘元総理）、各党代表挨拶、来

賓挨拶（麻生太郎総理）、各種団体紹介及び挨拶  

 
主 催 新憲法制定議員同盟 
問合せ先 TEL 03-5510-5533 FAX03-5510-5570  
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2009/04/01 20:43Commented by しゃちょう さん 

日本の法律に軍法が無いのです。 

 
と謂う事は、軍隊が無いと謂う事になると思いますが？ 

 
 
しかし、海外にまで自衛隊が派遣される様になった以上、自衛官の士気を高め、規律を

守り、人権を守る為には、軍と位置付け軍法で統率しなければなりません。 

 
ご都合主義の左には理解出来ないでしょうけれど！  

 

2009/04/01 22:09Commented by 花うさぎ さん 

To しゃちょうさん こんばんは。 
 
>と謂う事は、軍隊が無いと謂う事になると思いますが？ 
 
結局、実質は軍隊なのにその場限りの変な解釈で乗り切ってきた付けが出ているのです

ね。 

 
＞自衛官の士気を高め、規律を守り、人権を守る為には、軍と位置付け軍法で統率しな

ければなりません。 

 
もちろんです。国民もその意義を理解して彼らを支持信頼し、敬意を表すべきです。 

 
>ご都合主義の左には理解出来ないでしょうけれど！ 
 
何とか早く綺麗に「掃除」したいです(^^)。 
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